
弊社製フェーダ、ロータリーフェーダ（連続可変形アッテネータ）の特性カーブで、
オーディオカーブ・Logカーブを選択された場合、回路構成にラダー型回路を用いており、使用方法が
異なりますのでご注意ください。

対象製品
○弊社製フェーダすべての種類でのオーディオカーブ選択時 ＊LCAシリーズは除く
○ロータリーフェーダ（連続可変型アッテネータ）でのLogカーブ選択時

ラダー型回路構成とは

ラダー型は図のような回路をフェーダ内部の抵抗基板に抵抗体で構成し、Logカーブを作り出しております。
この製法の特徴は各ポイント（１５°刻み）の特性向上と∞点の減衰量を大きくとる事が出来きる点です。
弊社ではこのラダー型回路で製造したフェーダのカーブを「オーディオカーブ」と称し、弊社独自の特性
カーブで製造しております。
また、ロータリーフェーダーは「Logカーブ」と称して、NHK　BSS仕様５０ｄBカーブに準じた特性カーブを
製造しております。

特性
他社製品も含めてフェーダ、ボリューム等は用途を問わず分圧器・可変抵抗器として使用が可能です。
しかし、ラダー型回路構成の場合、分圧器のみでの使用（音量調節）を前提としており、可変抵抗器
として使用できません。抵抗値調整に用いると不具合が発生します。
下にラダー型回路の特性（サンプル）を示します。

300 0 0.02
285 0.316 0.182
270 0.79 15.6
255 1.41 25.9
240 2.23 32.7
225 3.16 34.6
210 3.98 37.9
195 5.01 39.9
180 6.3 40
165 7.94 40
150 10 40
135 12.58 40
120 15.84 40
105 19.95 40.3
90 25.11 40.7
75 31.6 40.7
60 39.81 46.5
45 50.11 57.2
30 63.09 70
15 79.4 88.2
0 100 100.3

分圧器の使用では１－C間に入力（電圧、音声信号入力）、２－C間で出力を取り出す場合、図の電圧
出力比の特性（実線）が得られます。
しかし、可変抵抗器の使用（２－C間の抵抗値÷全抵抗値）で測定すると図の抵抗値比の特性（破線）と
なり、波形の形から可変抵抗器として用いることが出来ないとわかります。
使用できない例として抵抗値で調整・制御する回路（オペアンプのゲイン設定など）に使用は出来ません。
音声信号を直接制御する用途での使用を推奨いたします。

注意： 出力側負荷はハイインピーダンス（全抵抗値の２０倍以上）で使用してください。
１－２間または２－C間をショートすると正しい特性が得られなくなります。

オーディオカーブ、Logカーブ使用上の注意
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ラダー型フェーダ出力特性（サンプル：CP-601 Logカーブ） 


